


今度の新響はショスタコーヴィチ祭り 

ショスタコーヴィチは 20 世紀の社会主義体制の中を生き抜

いた大作曲家です。1906年サンクト・ペテルブルクに生まれ、

1917 年のロシア革命を経験。スターリンに寵愛され社会情勢

に敏感に反応しつつ、独自の作品を発表しました。スターリン

死後は共産党員となり、1975 年に病気で亡くなるまで作曲活

動を続けました。暗く心にしみる中にも爆発力と推進力がある

作品が多く、現在も根強いファンが多くいます。今回のコンサ

ートでは、ショスタコーヴィチの初期、中期、後期の作品から

1曲ずつ選びました。 

バレエ音楽『黄金時代』（1930年） 

初期の作品は前衛的な音楽が特徴で、西欧の革新的な技法や

軽音楽の影響を受けていました。オペラおよびバレエ音楽は初

期に書かれたものが多く、『黄金時代』もその一つです。 

ある資本主義国で開催されている工業博覧会「黄金時代」に、

ソ連のサッカーチームが招待され地元の人々と交流するお話。

西側の人々を表すのにフォックストロットやタンゴといった

当時西側で流行していた音楽を用い、ソ連市民は行進曲や歌謡

的な音楽を用いて描き分けています。プロパガンダ的な要素が

強いですが、ショスタコーヴィチのユーモアが効いています。

今回は序曲、アダージョ、ポルカ、踊りの4曲からなる組曲を

演奏します。 

交響曲第9番（1945年） 

スターリン独裁体制において「社会主義的リアリズム」が提

唱され、中期の作品はこれに基づいた作品が目立ちます。第二

次世界大戦中に書かれた戦争3部作の最後の作品ですが、7番

や8番とは違い、短く室内楽的な作品です。このため、勝利を

祝うベートーヴェンのような「第九」を期待していた当局から

批判されることになりました。 

交響曲第12番「1917年」（1961年） 

1953年にスターリンが死去し、ソ連は「雪解け」の時代が始

まります。激しい弾圧は終わり、限定的ながら自由も得られま

した。ショスタコーヴィチは8年ぶりに交響曲の作曲に取り掛

かり、交響曲第4番などの初演もようやく実現しました。 

交響曲第12番は「1917年」と標題がついています。1917年

とはレーニンによる 10 月革命のことで、ソヴィエト政権は翌

年3月に第一次世界大戦から離脱しました。元々レーニンを題

材にした交響曲を構想していたのですが第二次世界大戦の勃

発により計画がなくなり、20 数年を経てソ連共産党大会で発

表するために作曲されました。「体制に迎合して書かれた作品」

として低く評価されることもありますが、そこはショスタコー

ヴィチ、しっかり聴きごたえのある作品です。 

政治や戦争と結び付けて捉えられてしまうショスタコーヴ

ィチですが、このような言葉を残しています。「芸術の中心に

あるのはいつまでも人間であり、人間の精神的世界であり、人

間の理念、理想、志向である。」 

どうぞお楽しみに！（H.O.） 

今後の演奏会予定 

＜第264回演奏会＞ 

2024年1月8日（月祝）14時 東京芸術劇場 

指揮 寺岡 清高 

曲目 シュレーカー/あるドラマへの前奏曲、マーラー/交響曲

第10番（クック版） 

＜第264回演奏会＞ 

2024年4月21日（日）14時 東京芸術劇場 

指揮 矢崎 彦太郎 

曲目 デュカス/交響曲、ラヴェル/高雅で感傷的なワルツ、 

レスピーギ/交響詩「ローマの松」 

新交響楽団のプロフィル 

新交響楽団は 1956 年に創立されたアマチュアオーケストラ

です。音楽監督・芥川也寸志（1925-89）の指導のもとに旧ソ連

演奏旅行、ストラヴィンスキー・バレエ三部作一挙上演、10年

におよぶ日本の交響作品展（1976 年にサントリー音楽賞を受

賞）、ショスタコーヴィチ交響曲第４番日本初演など意欲的な活

動を行ってきました。 

またマーラーの交響曲全曲シリーズ（山田一雄指揮、1979〜

90）、ベルリン芸術週間への招聘・邦人作品演奏（石井眞木指揮、 

1993）、伊福部昭米寿記念演奏会（2002）、石井眞木遺作「幻影

と死」完全版初演（高関健指揮、2004）、ワーグナー「トリスタ

ンとイゾルデ」演奏会形式公演（飯守泰次郎指揮、2006）など、

幅広い活動を積極的に展開しています。 

維持会のご案内 ～良いお席を安く～ 

新交響楽団維持会は、新響の演奏活動にご賛同いただき支援

して下さる方々の組織です。集まった会費は、楽器購入や演奏

企画に活用しています。会費は一口10,000円で、2年間有効の

5 枚綴りの回数券（どの演奏会でも一度に何枚でも使用可能）

を差し上げます。良いS席を優先的に確保いたしますので当日

その中からお選びいただけます。お申込みは郵便振替にて直接

会費をお振込みください。郵便振替口座：00130-0-  28074「新

交響楽団維持会」 

団員を募集しています 

音楽監督の故芥川也寸志が長年にわたって主張し続けてきた

「音楽はみんなのもの」を実践し、常に新しい視点を持って活

動していくために、新しい力が必要です。何はともあれ、ぜひ

一度練習をご覧ください。見学・オーディション等のお問い合

わせはE-mail：shinkyo@music.nifty.jp 

練習は毎週土曜日午後6時〜9時、東京芸術劇場（池袋）、ク

ラシック・スペース☆100（大久保）他にて。 

演奏会当日の託児サービスのご案内 

東京芸術劇場でのご鑑賞の際には、施設内の託児室をご利用

いただけます。土日祝日を除く公演日一週間前までにご予約く

ださい。対象年齢：生後3ヵ月から小学校入学前、1公演あた

り 2,200 円（税込）お問合せ：株式会社ミラクス ミラクスシ

ッター、電話0120-415-306（平日9:00～17:00、土日祝日休み） 


